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本書は，現実的な社会的課題を解決するアプローチ
の一つとして，社会システムにおけるモデリングおよ
び，シミュレーションについて，理論的概念の説明か
ら，実践レベルの事例紹介までに言及したハイレベル
な教科書である．近年，感染症の影響などからも，社
会的な課題に対するシミュレーション結果を目にする
ことが多くなり，重要性が増している分野であるとい
える．シミュレーションというと安易に考えてしまう
向きがあるが，現実の社会課題に対して，適切にモデ
リングを行い，問題関与者に対して適切なシミュレー
ション結果を示すことはそれほど容易ではない．社会
課題は，状況の複雑性や不確実性が問題解決を困難に
している場合が多く，理論的内容を習得するだけでは
不十分で，実践経験を踏まえた知識が必要とされるか
らである．本書は，バックボーンとなる理論的な概念
を踏まえつつ，必要な方法論を説明するとともに，著
者たちの社会シミュレーションにおける実践経験を惜
しみなく提供してくれている良書であるといえる．
本書は3部構成となっている．第1部では，社会シ

ステムとモデルに関係する基礎的な概念について，以
下の四つの観点から，歴史的な背景を踏まえながら説
明している．内容としては，根本的なシステムの考え
方から，モデルとの関係について説明し，最終的には
サイバネティクスなどにも言及しながらエージェント
ベースモデルについて説明している．
第1章　複雑適応システムとしての社会システム
第2章　モデルの考え方
第3章　機能的観点からのシステムモデル
第4章　 エージェントベースモデル：社会システム

の多元的モデリング
第2部では，以下の五つの観点から社会シミュレー

ションの方法論について，現実的に社会課題に対応す
る観点から実践的な内容が説明されている．
第5章　ビジネス複雑性下での意思決定支援
第6章　 社会シミュレーションのためのモデルの解

像度

第7章　問題状況への介入とモデリング
第8章　シミュレーションの設定
第9章　シナリオ分析：不確実性の影響の分析
第3部では，第10～12章において，ミドルレンジ

モデル，ファクシミリモデル，そして社会シミュレー
ションによる現場介入という観点から，実際に対応す
る論文を示しつつ，筆者たちが実践した複数の事例を
紹介しながら，読者がモデリングやシミュレーション
を実践できるように詳細な説明が行われている．これ
らの事例の要所要所においては，「実践テクニック」
と称する経験則を踏まえた実践的なヒントが，方法論
の内容とリンクさせながら提供されている．現実の課
題に取り組む際，ちょっとしたことではあるが，この
「実践テクニック」は，実践経験の少ない読者に対し
て非常に重要なアドバイスとして役立つだろう．
本書は社会シミュレーションを実践するために必要

不可欠な内容を説明するとともに，実際の適用例に基
づく実践方法を紹介した内容となっており，当該分野
における一つの完成形であると思われる．そのため，
これから社会シミュレーションを学ぼうとする読者に
とっては，中心的な教科書として非常に有用である．
また，ある程度の知識をもっている読者にとっても，
関係するさまざまな概念や方法論についての知識を整
理し，その関係性を見つめ直すよい機会になると思わ
れる．一方，理論的な内容より実践を重視したい読者
には，実践的な事例に触れるだけでも，モデリングや
シミュレーションを実際の課題に対して実践するため
の有益な示唆が得られる．さらに，関係した方法論の
必要箇所を学修すれば，ワンランク上のモデリング，
およびシミュレーションが実践できるだろう．社会シ
ミュレーションを実践する際には，ぜひ座右の書とし
たい一冊である．
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